
新年あけましておめでとうございます。
昨年より元号が平成から令和に変わり、本年は令和2年となります。
昨年は8月末に九州北部の豪雨災害、そして10月には台風19号による東

北、東海甲信越地方、千葉県の豪雨災害等と多大な被害が起こっておりま
す。日本は他国と比べ、政治経済は安定していますが、国土の単位面積あ
たりの被害度は世界一です。今後、日本はダム建設、河川の堤防等の防災
対策が重要となるでしょう。
さて、医療問題ですが、2年後の2022年には団塊世代が75歳以上とな

るため、国民の6人に1人が後期高齢者に該当します。高齢者は有病率が
高く、医療対策は切実な問題です。昨年3月、大阪保険医協会が「大阪府
民生活実態調査」を実施しており、約2,500人分の府民のアンケート調査
結果を発表しております。その中で、生活上の困難の1位は「自分の健康、
病気」、2位は「将来、老後の収入」、3位が「自分の介護」でした。増
加する高額医療の為、医療経済も苦しくなっていますが、政治経済に左右
されることのない社会保障、医療保険が絶対に必要です。
国民の健康は日本の財産であり、世界に誇れる日本の格差のない国民皆

保険制度は、緊持されるべきです。
当院は、多数の介護施設と連携し、積極的に有病率の高い高齢者に対応

し、難病患者を受け入れております。今後とも地域医療に貢献する所存で
すので、よろしく御支援お願いいたします。

新年のご挨拶

院長 石田 勲



あけましておめでとうございます。
一昨年に続き昨年も台風や大雨などで沢山の被害が出ました。被災された皆様が一

刻も早く健やかな日常を取り戻されますことをお祈りいたしております。
さて本年最大のイベントとしては、何と言っても東京オリンピックが挙げられます。

開催に向けていよいよ盛り上がって参りました。日本代表の選手は言うに及ばず、オ
リンピックに出場する全ての選手が最高のパフォーマンスを発揮し、素晴らしい大会
になれば良いと願っています。
今回はそんなアスリート達のパフォーマンスに影響する運動誘発性喘息のお話です。

前回お話しました様に喘息とは空気の通り道である気道（気管・気管支）の壁に炎症
とむくみが出来て通り道が狭くなる病気です。この炎症を引き起こすのは主に花粉や
ほこりと言ったアレルゲンとそれに反応しやすい気管の壁の敏感さ（気道過敏性とい
います）が大きく関与しています。運動誘発性喘息（ＥＩＡ）とはアレルゲンが無く
ても、運動などで喘息発作が起こる事を言います。喘息と言われる人、または喘息と
診断されていなくても気道過敏性のある人には全員に起こり得るとされています。ま
た気道の敏感さが無くても運動自体で気管が攣縮（れんしゅく；ギュッと縮まる事）
する事があり、海外では運動誘発性気管支攣縮（ＥＩＢ）と呼ぶことがあります。喘
息が起こるメカニズムとしては、運動時にハアハアと早く頻回に呼吸する事で、鼻や
口で加湿・加温されていない冷たい乾燥した空気が過剰に肺に流れ込み気道粘膜が冷
えたり乾燥したりして、粘膜上の表面の浸透圧が変化します。これが粘膜内の水分の
出入りの変化と気管の筋肉の収縮を引き起こし、空気の通り道が狭くなるとされてい
ます。この事から一時期、水泳なら湿った空気で良いだろうと、喘息には水泳を推奨
するという論文が出たり、水泳を勧める先生が多くいました。

「運動誘発性喘息のおはなし」

9月の作品

都島東保育園児の作品



しかし水泳選手も結構運動誘発性喘息を起こす事があります。これはミスト状に
なった空気中の水分を大量に吸入する事が気道を刺激して喘息を起こすという機序や、
水に含まれる殺菌の為の塩素などに反応しているという説、運動や過換気が気管を収
縮させるという説などがあります。因みにミストに関してはカナダなどで雷雨が近づ
くと喘息がおこる事をThunder storm associated asthma；雷雨関連喘息と呼びます
が、これは空気中のミストと気圧の変化が気管を刺激して喘息を起こしているとされ
ています。
ではこういった運動誘発性喘息はどのように治療したら良いのでしょう。

基本的には予防です。運動誘発性喘息がでる人は運動前に短時間型の吸入
気管支拡張薬（サルタノールやメプチンなど）を１吸入してから運動をす
ると喘息の発作をかなり抑えられるとされています。また普段から吸入ス
テロイドなどを用いて喘息の管理をしっかりしておく、寒冷地での練習な
どをなるべく避ける、風邪などの気道感染症を予防するなどの対策が考えられます。
一流のアスリートはドーピングの基準などもありますので、医師や大会の運営者など
と良く相談しながら吸入薬などをうまく使い、最高のパフォーマンスが発揮できるよ
うに心掛けています。
運動誘発性喘息は運動不足のせいにされたり、比較的短時間で回復する事が多いた

めに放置されがちですが、発作が治まらないときや激しいときは命に関わる事もあり
ます。あまり甘く見ずに、ジョギングや登山をしていて「息苦しいなぁ、ゼイゼイ言
うなぁ」と感じていたらそれは単に運動不足ではなく運動誘発性喘息かもしれません。
気になる様でしたら一度当院呼吸器内科にご相談ください。それでは、本年が皆様に
とって健康で素晴らしい一年になります様に心からお祈りいたします。

副院長 一丸 之寿（日本内科学会専門医、日本呼吸器学会専門医）

11月の作品
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栄養成分（１人あたり）
エネルギー 365kcal
たんぱく質 7.6g
脂質 0.75g
カリウム 47.5mg
食物繊維 6.5g

◆使用しているお薬の情報は、手帳一冊にまとめましょう。
それぞれの病院から処方されているお薬の内容を把握しやすくなります。
◆処方に変更がなくても記録しましょう。
記録がないと使用していたのかが不明となります。また、記録が古いと現在使用されてい
るお薬と同じであるのかが分かりにくくなります。
◆いつも携帯しましょう。
受診時のみではなく普段から携帯することで、急な体調の変化や災害時などに備えること
ができます。
◆アレルギー歴や副作用歴、薬局・ドラッグストア等で購入したお薬、体調変化も書き込み
ましょう。
副作用を未然に防ぐことが可能となります。また、飲み合わせ等を確認してもらえます。

医療機関や薬局で、「おくすり手帳」はお持ちですか？と聞かれることがよく
あります。今回、この「おくすり手帳」の活用術をまとめてみました。

「おくすり手帳」とは
処方されたお薬の名前や飲む量、飲むタイミング、回数などの記録を残すため
の手帳です。この記録から医師・歯科医師や薬剤師が、どのようなお薬をどの
くらいの期間使っているのかが判断できます。

最近は、「電子おくすり手帳」もありますので薬局で相談してみましょう。
上手に「おくすり手帳」を活用して医療に役立てましょう。

とうほう くすりばこ ～「おくすり手帳」の活用術～



■電車でお越しの方
ＪＲ・京阪・地下鉄「京橋」駅下車
徒歩約１０分

地下鉄「都島」駅下車
徒歩約１０分

■お車でお越しの方
当院正面に５台分の駐車スペースが
ございます。
満車の場合は周辺のコイン駐車場等を
ご利用下さい。

医療法人桜希会 東朋病院
〒534-0023
大阪市都島区都島南通2丁目8番9号
TEL：06-6923-6226（代）

こ

医療から介護までトータル的に地域の皆様をフォローします

病院をはじめ、介護老人保健施設、訪問介護ステーションなどと連携し、一貫した医療・看護・介護の
サービスを提供します。

🏠お一人で通院が困難な方のご自宅に医師らがお伺いします🏠

●医師・看護師による定期的（月2回程度）な訪問診療 ●定期薬の処方
●必要に応じた処置（採血・点滴等）
●夜間・休日の対応（往診・指示等）

＜アクセス＞

あなたの健康管理をサポートします

”何の症状もない…… だからこそ今、受けてみませんか？”

あなたは健康診断を受けていますか？ 健康診断は自分の健康状態を知り、深刻な病気を未然に防
ぐことができる効果的な手段です。何の症状もないから大丈夫･･･と過信していても、ほとんどの
病気は自覚症状がないままに進行します。気が
ついたときには手遅れだった･･･ということが
ないよう、定期的に健康診断を受けましょう！

月 火 水 木 金 土 日/祝

午前
9:00
～12:00

1診
呼吸器
内科

呼吸器
内科

整形
外科

整形
外科

整形
外科

休診
2診 内科 内科 内科 内科 内科

午後 1診
泌尿器科
13:00
～17:00

皮膚科
13:30
～16:30

※2019年11月末でスポーツ内科は終了いたしました。


